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I .オホーツク文化の終末

A.D.5～10世紀前後の北海道には、オホー

ツク文化と呼称される先史文化が、オホー

ツク海沿岸域を中心に展開していた。同文

化は、北海道在地系集団とは遺伝的にも社

会文化的にも系統を異にする、サハリンか

らの渡来集団によって担われていた［児玉

1937；石田 1991; Ishida 1994; 1996］。また、

同文化は、高度な海洋適応によって特徴づ

けられる生計戦略に立脚していた［大井

1982 ; 1988］。これ以外にも、オホーツク文

化は、日本列島史において他に類例のない

ユニークな性格を備えている。

他方、オホーツク文化は、 A.D.10世紀前

後を境に、突如として終罵を迎える。終末

期の同文化は、海洋適応の崩壊と北海道在

地系集団への同化・吸収が生起していたい

ことが、遺物や遺跡などの考古資料から窺

い知ることができる［菊池 1972; 1978；山

浦 1983；津井 1992；大西 1996］。とりわけ、

斜里平野から根釧原野にかけての道東部に

は、“トビニタイ文化”とも呼称される同文

化終末期の資料が数多く遺されている［藤

本 l979a ; l 979b；椙田 1992］。

オホーツク文化の終駕は、日本列島北方

地域の先史時代研究における主要なトピッ

クとして注目されてきた。ただ、これまで

の研究では、オホーツク文化終末の要因を、

在地系集団による同化・吸収のみに求める

論調が強かった［河野 1955；石附 1969；大

井 1970］。
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このような論調に対し、近年、オホーツ

ク文化の継続期間に生起した、「中世温暖

期」などとされる地球規模の環境変動との

関係から捉えようとする仮説が提起される

ようになってきた［赤松・右代 1992;1995 ; 

右代・赤松 1995］。この仮説では、従来想

定されてきたような在地系集団による同

化・吸収ではなく、環境変動に起因する生

業活動を中心とする生計戦略の変容が議論

の焦点となっている。だが、現在までのと

ころ、同仮説を積極的に検証しうるような、

十全な議論がなされてきたとは言い難い。

こうした状況を踏まえ、本研究では、オホ

ーツク文化の終末と同時期の環境変動との

関係について考察を試みる。

II .環境変動鋭

「中世温暖期」とは、 A.D.7～9世紀末な

いし 10世紀初めにかけて継起したとされ

る、地球規模の環境変動を指したものであ

る［Bryson& Padoch 1981；吉野 1982;1983 ; 

Grove & Switsur 1994］。この環境変動が注目

される理由は、ほぼオホーツク文化の存続

期間に一致して生起したイベントであるか

らかにほかならない。さらに、オホーツク

文化は、温暖期のピークに向けて分布圏を

拡大し、ピーク後に終末を迎えていること

も注目される（Fig.l）。このように、「中世

温暖期」とされるイベントは、オホーツク

文化の展開から終末を考察する上で看過し

えない要因であることは疑いない。
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